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1. はじめに 
我々は、高速電力線搬送通信 (Power 

Line Communication: 以下、PLC)が医療

現場で安全に使用可能であるかを検証す

べく、安定化電源を用いた環境において、

PLC 使用による電源重畳電圧および放射

電磁界への影響を調査してきた [1]。その

結果、過去に行われた実験環境の問題点

を指摘すると共に、クリーンな供給電源の

下であっても、電導ノイズによって一部の超

音波診断装置の画面に白色の雑音が混入

することが判った。 
その後我々は、さらに多くの比較的新し

い医療機器を用いて検証実験を行った。今

回は、その結果を併せて PLC を医療現場

で安全に使用できる条件を提示する。 
 
2. 実験内容 

福岡県内にある中規模病院にご協力を

いただき、表 1 に示す 12 種類の機器を対

象として PLC 使用によるノイズ混入等の影

響が有るかを観察した。今回対象とした機

器は、いずれも診療用に使用中である。観

察 前 に 、 パ ワ ー ア ナ ラ イ ザ (Tektronix 
PA1000)を用いて供給電源の調査を行い、

医療機器向け回路の電圧変動が小さいこと

を確認している。 
影響の有無は複数の実験者が目視で観

察した。また実施箇所である病院の臨床検

査技師や臨床工学技士にもご協力をいた

だいた。 
観察方法は、前回実験の結果から二つと

した。いずれの場合も、医療機器は動作状

態とした。人工呼吸器には呼吸回路とテスト

ラングを、ポンプ類は模擬輸液回路を用い

るなどした。 

表 1 確認対象機器 
種別 購入年度 

超音波診断装置 2007 年 
超音波診断装置 2012 年 
超音波診断装置 2014 年 
脳波計 購入時期不明 
心電計 購入時期不明 
心電計 2004 年 
人工呼吸器 2013 年 
患者監視装置 
(心電図、呼吸数、SpO2) 

2014 年 

医用テレメータ 
購入時期不明

(2009 年以降) 

手動式除細動装置 
購入時期不明

(2013 年以降) 

輸液ポンプ 
購入時期不明

(2009 年以降) 

シリンジポンプ 
購入時期不明

(2010 年以降) 

 
(1) 伝導ノイズ 
各機器の使用環境に図 1 に示す実験回

路を構築し、PLC モデムに接続した PC 間

で通信を行いつつ機器の動作を観察した。 
(2) 放射電磁ノイズ 
医療機器を通常の動作環境の状態とし

て、PLC モデム電源コードを機器筐体、セ

ンサ部等に近付けながら動作を観察した。 
 

 
図 1 伝導ノイズ観察用の回路 

 
使用した PLC モデムは、前回実験でも

使用した HD-PLC 規格に準拠した 1 機種

である。PLC モデムの動作は、当該機器製

造会社の技術者にも確認をいただいた。 



平成 28 年度第 4 回医療電磁環境研究会 

 

2 
 

 
3. 結果 

観察の結果、脳波計を除くいずれにおい

てもノイズ混入や動作異常は観察されな

かった。 
脳波計については、PLC モデムの電源

コードを故意に電極接続ボックスに接触さ

せた場合にノイズ混入が観察された。この

条件は通常の使用状態では発生し得ない

ものである。 
 

4. 考察 
今回対象とした医療機器では、微弱な生

体信号の計測を対象とした脳波計以外、ノ

イズ混入は観察されなかった。これを前回

実験の結果と比較すると、前回、雑音混入

が観察された超音波診断装置の製造年度

が 1994 年及び 2005 年とかなり古いことが

判っており、いずれも伝導ノイズによるもの

と考えられる。これに対し今回対象とした超

音波診断装置は 2007 年度以降の購入で

あることを考えると、ある時期以降、電源回

路に対して EMC の面で何らかの対策が取

られたと考えられ、IEC60601-1-2:2005 の

適用と関係があると考えることができる。 
以上のことから、次のような結論が得られ

ると我々は考える。 
 PLC 使用により、超音波診断装置など

の一部の古い機器においてノイズ重畳

などの干渉を受ける可能性はある。 
 微弱な生体信号を抽出する機器もまた、

干渉を受ける可能性を否定できない。 
 干渉の原因は、その多くは放射電磁界

ではなく、伝導ノイズ(電源重畳ノイズ)
によるものと考えられる。 

 
5. 医療機関での PLC 使用上の注意点 

前回実験の結果及び以上の結果を踏ま

え、我々は医療機関における PLC 使用上

の注意点(暫定ガイドライン)を以下のように

提案する。 
 医療機関において高速電力線通信

(PLC)を使用する電源回路は、医療機

器が使用する回路と分離することを推

奨する。 
 同一回路であっても PLC の使用によっ

て医療機器が干渉を受ける可能性は

小さい。ただし、微弱な生体信号を取

扱う機器(脳波計、筋電計等)は、安定

した電源のみならず電磁遮へいされた

環境が必要であり、これらの機器と同一

室内での PLC との併用は避けるべきで

ある。 
 古い医療機器を使用している個所で

PLC を用いる場合は、ノイズ重畳の有

無について調査することを推奨する。

「 古 い 」 の 目 安 は 、

IEC60601-1-2:2005 適用以前のもの

である。 
 
6. おわりに 

我々は様々な観察実験を通して、医療

機関において PLC が安全に使用できる環

境及び条件を探り、一定の結果を得たと考

える。 
無線通信環境が飽和しつつある現状を

捉え、PLC が医療機関においても安全に

使用可能な通信手段の一つと成り得ること

を期待する。 
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